
議事概要 
 

イ ベ ン ト 第三回 えどがわ防災女性ミーティング   
日 時 2023 年３月 12 日（日）13:30～15:15 
場 所 グリーンパレス 
概 要 １ オープニング︓防災危機管理課計画係 

 防災危機管理課長より挨拶 
 
２ 今までのおさらい︓防災危機管理課計画係 
前回のディスカッションにて意見のあった本ミーティングの目的と目標について振り返るとともに、地震による避難
方法等の知識についてスライドで説明した。 
〇本ミーティングの目的と目標 
目的︓防災の現場で不足している女性の考えを取り入れ、今後の防災行政に反映していくこと。 
目標︓参加者に防災の知識を身につけてもらうとともに、ミーティングで得た知識を地域で生かしていくこと。 

〇災害時における区民や江戸川区の役割について 
〇地震時における在宅避難と避難所での生活について 
 
３ HUG訓練説明︓地域防災課防犯防災係 
地域防災課防犯防災係よりスライドを使い、HUG 訓練について説明したのち、班に分かれて、HUG 訓練を
実施した。 
 
４ HUG訓練の振り返り発表︓防災危機管理課計画係 
HUG 訓練終了後に江戸川区の避難所開設・運営マニュアルの一部を紹介し、避難所運営方法の一例を
防災危機管理課計画係職員より説明した。 
各班から 1 名ずつ訓練をした際の工夫点を発表した。 
 

A 班 
初めてやったので、避難者の振分けで手一杯で、どこがうまくできたかわからなかった。 
 

B 班 
一度に色んなことを考えなければいけないので大変だったが、避難者の特性に分けてゾーニングした。 
部屋がいっぱいの場合は隣の部屋に振り分けるなど臨機応変に対応した。 
イベントカードの対応については、参加者の中で手分けして対応できたのでよかった。 
 

C 班 
当時、学校に勤めており、東日本大震災の日は卒業遠足でディズニーランドへ生徒を引率していた。その
ため、生徒の安否確認が完了するまで残って対応した。 
その経験から、人の命を預かることはとても大変。避難所の運営は他人の命を預かる仕事であり、他人
事ではうまくいかないと思う。皆さんも盛り上がって取り組んでくれたので、自分事として取り組んでくれたと
思う。 

 
訓練終了後、15 分ほど時間をとり、参加者にはアンケートを記入いただきながら、HUG 訓練のポイントを防



災危機管理課計画係職員が説明した。 
 
以上 

 


